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研究結果の概要 

【2019年度実施内容】 

1. M1、B3を対象として、「業界研究連続講義１、２、３」を実施した。富山県建設業協会、富

山県測量設計業協会、斜面防災協会・地質調査業協会の３協会から１名ずつ講師をお招きし

て講義を実施した。 

2. 富山県建設業協会主催の「女子大学生と女性技術者との意見交換会」に B1～M4までの 33名

の女性学生を参加させた。 

3. M1、B3を対象とした「3年生、大学院 1年生を対象とした企業懇談会」を実施し、富山県建

設業協会、富山県測量設計業協会、斜面防災協会・地質調査業協会の３協会から合わせて 25

社が参加した。学生はM1、B3の 52名が参加した。 

4. 1年、2年生の低学年を対象とした業界企業研究会を実施した。富山県建設業協会、富山県測

量設計業協会、斜面防災協会・地質調査業協会の３協会から合わせて３０社が参加した。学

生は B1、B2合わせて 108名が参加した。 

5. 県事業である五歩一交差点事業を題材としたインターンシップを開始した。現在、B4からM1

の 7名が参画している。 

 

【キャリア形成活動における成果】 

⚫ 土木系業界そのものの理解とともに、県内企業を知ってもらうためには、極めて大きな効果

があった。学生からのアンケート結果のなかでも、企業を知ることができたことについて良

い評価が多かった。 

⚫ 上述の１～５の定例化に向けて、建設業協会等と打合せを実施しており、2020年度も実施予

定である。 

 

今後の展開 

2019 年度に実施した１～５の全てについては、2020 年度の実施向けてすでに建設業協会と打合

せを実施済みであり、実施する予定である。 

 

 

 

 


